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論文　芯鉄骨入 りピロ テ ィ
ー 柱の構造性能

犬飼　瑞郎
’1 ・野 口　和也

’2

要旨 ：近年の 地震被害で は ，
ピ ロ テ ィ

ーを用 い た建築物に，1 階柱の 柱頭柱脚が 曲げ破壊 し，

主筋が座屈す る被害が多 く見 られた。こ の よ うな破壊を防止す るに は，新築 ピ ロ テ ィ
ー

建 物

の 1 階柱 の 柱頭柱脚が，地震時に 曲 げ降伏 して も軸力を保持す る よ うに ， そ の 変形性能を向

上 させ る必要 があ る 。 そ の た め，本研 究では ， RC 柱 に芯鉄骨 を付加す る こ とに より ， 変形

性 能及 び軸力保持能力を向上させ る効果 を実験的に検討 した 。

キー
ワ
ー ド ： 芯鉄骨，鉄筋 コ ン ク リー ト柱 ，

ピ ロ テ ィ
ー

， 軸力保持 ， 帯筋量

1．は じめに

　近年の ピ ロ テ ィ
ー建築物 の 地震被害で は ， 新

耐震基準施行（1981年）以降に建築 され て い て も ，

1 階柱 の 柱頭柱脚 が 曲げ破壊 し
， 主筋が座 屈す

る場合が 見 られ た。

　 こ の よ うな破壊を防止 す るた め，新築 ピ ロ テ

ィ
ー建物 の 1 階柱の 柱頭柱脚 が，地震時に 曲げ

降伏 して も軸力 を保持す る よ うに ， そ の 変形性

能 を向上させ ．地震後も使用可能 とす る設計法

が 求め られて い る。 1 階柱の 柱頭柱脚 が 曲げ降

伏 した 後も軸 力を保 持す るた め には ， 柱 の 水平

方向の 変形性能 を向上 させ る必要が ある 。 また ，

1 階柱に は，建物全体に かか る水平力に よ る転

倒モ
ー

メ ン トが集中す るこ とか ら ， 軸力が大 き

くなる こ とが考えられ る。

　 その ため，本研究で は ， RC 柱に芯鉄骨を付

加する こ とに よ り ， 変形性能及 び軸力保持能力

を向上 させ る効果 を検討す る実験を行 う。

2．試設計

　ピ ロ テ ィ
ー建 物の 試 設計にお い て，兵庫県南

部地 震前及 び そ の 後に 改正 された基準に 基づ

い て設計を行 っ た。改正後の 基準で は，ピ ロ テ

ィ
ー建物の 1 階が曲げ降伏 しない 崩堰形 を設

計す るこ とが 求め られ ， 表一 1の よ うに ， 軸力 ，

表
一 1　 ピロ テ ィ

ー柱の 設計方針

ケ
ー

ス   ケース  

部材種別
・FA 〜 FC ・同左

軸方向力 ・− N 冴 ≦ Nm ≦ ・−0．75Nu 了≦ Nm

0．55Nuc ≦0．55Nuc

曲　　げ
一 ・引張柱 は Mu ＞

1．OMm
・
圧 縮柱 は Mu ≧

1．2Mm

せ ん 断 ・Qsu≧ 1．1Qm ・Qsu ≧ L4Qm か

つ Qsu ≧ （柱頭 ・

柱脚 の 最大 曲 げ

耐力時の Q ）
’
　 ケ ース 1 ： 兵庫県南部地 震前の 基準

ケース   ： 兵庫県南部地 震後の 基準
Nur ： 終局引張軸耐 力
N   　： 終局圧縮軸耐 力

Nm ： 保有水平耐力時の 軸応力
Mu 　： 終局曲げ耐力
M 皿 ： 保有水平耐力時の 曲げ応 力

Qsu ： 終局せ ん断耐 力

Q 皿 ： 保有水平耐力時の せ ん応 力

2　以 上麕 　　　 小梁 2 本、350×650　　 ス ラ ブ

Y

ば 2 階以 上バ ル コ ニ ー

トー 一 一 一 判

　 　Y2

1　 0．Sm

　 　Y1

Xl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 X7

注 ）・1階は 完全 ピロ テ ィ
ー

、 2 階以 上は EW 壁 とす る 。

　 　 2階以上 は廊下側 L7m 、バ ル コ ニ
ー側 1．4m の キ ャ

　 　 ン テ ィ ス ラ ブ を置 く。

　 　 2 階以 上 は、Y1 通 りと Y2 通 りに 雑壁 120 ｛完 全 ス

　 　 リ ッ ト入 り｝を スパ ン の 半分 見込 む。

　　　図一 1　 モ デル 建物の 平面図
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曲げ耐力及びせ ん断 耐力 に関す る設 計方針が推

奨 されて い る。

　 こ の 設計方針 に よ り，図一 1 に 示 す モ デル 建

物に つ い て試設計を行 っ た ところ ， 14 階建て

ピ ロ テ ィ
ー建物 では ， 1 階柱の 断面は表一 2 の

よ うにな っ た。改正 後の 基準に よ り設計 し た場

合は，改正前の 基準の 場合 と比 べ て ，断面 ， 配

筋 ともに多く必 要 とな り，ま た ，材料の 強度も

高 い も の とな っ た 。 こ の 時の 軸力比 は ， 改正前

では ，圧縮側が O．53，引張惻が一〇．89 で ある 。 改

正 後では ， 圧縮側が 0．40， 引張側が n ．40 で あ る 。

部材種別 は ， 改正 前で は ， FC だ っ たも の が，改

正 後では FB とな っ た 。

表一2 （1＞ 14 階建 て ピロ テ ィ
ー建物の 1 階柱

　 〔改正前）

階　　断 面　　　　 主 筋 配 筋 　　　　　 帯 筋

1 且，200× 1200 　×10・D29 ／Y9 −D29 　 10112−Dl3＠100

　　　　　　 Y 方向の ト 0．42％ 　　　 w ＝1．27％
’

Fc＝ 33，　D25 材種 SD390 ，

D13 （降伏強度 685N’皿 2 の 異形鉄筋）

表 一2 （2）

階　　断面

14 階建て ピロ テ ィ
ー建物の 可階柱

　 （改正 後）

　 　 主笳 配 筋　　　　　 帯筋

1　1，300× 1，300　×12卩D32！Y13−D32

　　　　　　Y 方向の pt＝O．61
・
／．

　 　 　 　 　 　 十 芯 鉄 筋 8−D32

10／12−D13 ＠100

　 pw＝1．27％

注 Fc＝ 36，
　D32 材種　SD390），

　 1）13（降伏強度 1
，
300Nlmn 　2 の 異形鉄筋）

3．試験体

　本実験 の 試 験体は ， 前節 の 試設 計にお け る改

正前 の 基準に よ り設計 され た 14 階建て の 1 階柱

を参照 した。

　試験体は，鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造の もの が 1 体，

それに芯鉄骨 を付加 した鉄骨鉄筋 コ ン ク リー ト

造の もの 1 体 ， 及び 芯鉄骨 を付加 し帯筋を低減

したもの 1 体の 合計 3 体で ある（表
一 3 ）。

　試験体 の 縮尺は ， 113とす る 。
こ れ は ， 保 有水

平耐力時の 1 階柱の 最大軸力 24，703kNを縮小 し

て ，加 力装置容量 4
，
000kN を下回 る よ うに 設定

した 。

　断面形状 400 × 400 ，Fc＝＝33，主筋 D16 （SD390 ）

は，3 体 とも共通で あ る。表一 3 お よび図一 2 ，

図一一　3 に示 した試験体の X，Y 方向は，図
一 1 の

試設計の X，y 方向 と異なる。試験体の加力方向

（図
一3 の X 方向）と試設計の 梁間方向（図

一 1 の

Y 方向）が
一
致する 。

　試験体 3 体の うち ， RC 造試験体 1体に つ い て

麺
Y　 396tg61639

圃
39　 6　 1966

　 　 4039
　 39

回
6　 1966　 　 　 ヲ9

　 400

　　 　　 　 表
一3　試験体 概 要

（14 階建 て ピ ロ テ ィ
ー建 物 の 1階 柱、縮 尺 1／3｝

試験 体 断 面 　　 　 主筋　 　　 　 帯筋

RC 400× 400　　×5−D 皇6　　 牛UHD6 ＠50

（改正 前の 基 準に FF33 　　 ／ Y4−D16 　　 らUHD6 ＠50
よ る試設計） SD390 　 　 　 SHD685

Y 方向の 　　．52％ 　 w → ．64％
SHC1 ，，　　　　　　　　　 ρ，　　　　　　　　　 ，，

  C に 猛 125−125 ビ ルドアップ H 銅 ：BH・125× 125× 20× 20

を追加 SS400） 鉄骨比昌4．19％

SRC2 〃　 　 　 　 〃　 　 　 2−UHD6 ＠40

（SRC1 の フープ 筋 2−UHD6 ＠40

を低 減） SHD685

pw吋）．40％

ピ ルドアップ H 鋼 は 同上

注）1．UHD6 とは、材種 SHD685 の 径 6m の 異形鉄筋。

　 2．SHD685 とは、降伏強度 685Nlmn　s の 異形鉄筋 。

L ，〔茄
　　 （1）試験体 RC

　　　 　 図
一2

一 伽筋向）

450　　4DO　　450

5×1250

）

−D6＠50

D16
（SD390）

（2）試験 体 SRCI 　（3｝試験体 SRC2

各試験体 の 断面図

1、300
20　 40020Boo

図
一3　試験体 SRC1の 立面図
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表一4 （1）　試験体設計時の 終 局強度（圧縮軸力 時〉

試験体
Qmu
 

ゆ

 

ゆ
／Q皿 uQmu

時の

τ （N1四 う

試設計の 保有

水平耐 力時の

　 τ　 加
2

RC （改 正前の 基

準 に よる 試 設 計
5136001 ．且73 ．21

SRCI 〔RC に H−
125−125 を追加

硼 743E ．154 ．05 3，99

SRC2（SRq の フ
ー

プ 筋 を低 減
備 658LOl4 ．05

表
一4 （2）　試験体設計時 の 終局強度 （引張軸 力時）

試 験体
晦

働

ゆ

 

ゆ

／Q皿 uQmu

時 の

τ （N ノ凹
z
｝

試設計の 保 有

水平 耐力時 の

　 τ　 恤
2

RC（改正 前の 基

準に よる試 設計
353179LO80 ，22

SI聖C且（随C に H ・
125・苴25 を追加

η 7439 ．650 ，48 0．25

SRC2 （SRCI の フ
ー

ア
’
筋を低減

776588550 ．48

建築物の 構造関係技術基準解説書
】），SRC 造試

験体 2 体 に つ い て鉄骨鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト構造 計

算規準 ・同解説
2）
に よ り RC 部分 と鉄骨部分 の 累

加強 度 と して ， 曲げ終局強度 ， せ ん 断終局強度

を求めた（表
一4 ，表

一5 ）。 試験体の破壊形式 は ，

全 て 曲げ破壊 と した 。 RC 造試験体は ， 水 平変形

の 増大時 に，せ ん 断破壊 しやす くす る ため ，試

設計に お ける帯筋比 pw ＝ L27％を 0．654％に低減

させ た。

　芯鉄骨は ， 柱断面の 1／3 程度 の 大 きさ と し ，

BH ・125× 125× 20× 20 の ビ ル ドア ッ プ で ある。

軸力に対す る芯鉄骨 の 軸耐力 の 比 が 小 さ過 ぎる

と軸力保 持能力 が 低下す る こ と か ら，断面積 を

大 きくし，芯鉄骨の 材種は SS400 と し た 。
こ の

場合，鉄 骨比 （柱断 面積に対す る芯鉄骨断面積 の

比）は 4．19％，鉄骨 の み の 軸耐力比（鉄骨軸耐力に

対す る軸力 の 比）は圧縮軸力時に L74，引張軸力

時に一〇．59 で ある。既往の 芯鉄骨 を用 い た鉄筋コ

ン ク リ
ー

ト造柱の 実験
3）
と比較す る と，鉄骨比 は

十分大き い が ，鉄骨の み の 軸耐力比 も大 きい の

で ，大変形時に軸力 を保持 で きない 可 能性 もあ

る。

　帯筋 につ い て は ， SRC 試験体 と比 較するた め ，

改正 前の 基準 に よ る RC 試験体で 4−UI｛D6 ＠50

（SHD685 ）と し ，
　 SRC 試 験 体 で 4− UHD6 ＠50

（SHD685）また は 2−UHD6 ＠40 （SHD685）と した。

これは ，SRC 規ee　2）で ，帯筋比 の 上 限を 0．6％ と

注 ）

試験 体 RC に 用 い た終 局強度 計算式 o

Qmu を求 め た時の 曲げ終局強度式

M ・・（・… iar
’
gtD ・O・。ua ・ 91・3・6−9 ・… D2’・・｝〔

N廟or −N
ハ厂髄麟一N 優〕

Qsu，rnin を求め た時の せ ん断終 局強 度式

偽 標 諜鰐
’

・ 鰤 π ｝b
・j

試験 体 SRCI 及 び SRC2 に 用 い た 終局 強度 計 算式 Pt

Qmu を求め た時 に用 い た 曲げ終 局強度式

」
Mu ＝

sZt
’
sar

・物 w 紳 挈 〔・
一
轟 ）

Qsu，min を求 め た時 に 用 い た せ ん 断 終 局強度式

r   の
＝ゐ ．厂ノ（O・5F，・厂α＋ O・S．P ，wOr ）

．Q．u2
・り （F．　4，・ ．P

　’．or ｝
　 　 　 　 　 b

表一5 （1）　試験体設計時の軸耐力 （圧縮軸力時）

試験 体
軸耐力

働

軸力

働

軸力／

軸耐力

軸力／

鉄骨 の み

の 軸耐力

試設 計 の 保 有

水 平耐 力時の

軸力／軸耐力

C（改正 前 の 基準に

よ る試設計
5178 o．53 一

nα （陳C に 区匹

2，125を追加
675527450 ，411 ．740 ．53

RC2（SRC1 の フプ

を低減
6755 0．411 ．74

表一5 （2）　試験体設計時の 軸耐力 （引 張軸力時）

試験 体
軸 耐力

働

軸力

 

軸 力／

軸耐力

軸力 ／

鉄骨 の み

の 軸耐力

試 設 計 の 保 有

水平耐 力時の

軸力／ 軸耐力

C（改正 前 の 基準に

よ る 試 設計）

・且093 ゆ．85 一

KCI （騒C に 日H・
ロ 剄 25を追加 ）

一2670 一9334 ．35 《レ．59   ．89

RC2（SRCI の フープ
を低域

一2670 4 、354 ．59

表
一6　 コ ン ク リ

ー
トの 材料特性

σo Ec ε o

　 Fc33
（早 強 コンク

　 リート〉

43 ．63 ．062 ，167

注》σ c ：圧 縮強度（鱈ノ麗 ｝

Ec ： ヤ ン グ係数 X104 （N／N2 ）

ec ： 圧縮強度時の 歪 × 10
’6
（覦 ／■■）

表一7　 鉄筋及び鋼材 の 材料特性

注 ）σ t ：降伏強度 （膊！闢

2
）

　 Es ： ヤ ン グ係数 × los（N／■

2
）

　 ε S ：降伏強度時の 歪 × 10
−S
〔闘 ノ■の

　 σ o ：引張強度（閥！關

z
）
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して い るた め ，0．6％ を 下回 る まで小 さく した配

筋であ る 。

　材料特性 を表一 6 ，表一 7 に示す e

4．加 力方法 及び測定方法

　加 力は ，図一 4 に示す装置に よ り ， 水平方向

に 逆対称正負繰 り返 し水平力 を ， 鉛直方 向に変

動軸力を加えた 。

　水平力は，水平方向の 部材角が 1／1600
，
1／800，

1！400
，　1！200

，　1／133
，　11100，　IX67，　1150，　1133，

1120（rad ．）を ピ ー
ク とな る よ うに加 え，そ れぞれ

の 部材角 に お い て 正 負 を繰 り返 し た 。部材角

11800（rad ．）以降は，正負を 2 回 ずっ 繰 り返 した。

　軸力 は ， 試設 計時に行 っ た解析 を参照 し て ，

部材角 0（rad ．）の時 に，長期軸力 911kN と し， 部

材角 1150（ra（L）の 時に ， 保有水平耐力時の 1 階柱

にか か る軸力 24，703kN／9＝ 2，745kN を最大および

一8
，
397kN！9＝−933kN を最小 と して ， 水 平変形に比

例 して 変動 させ た（図
一5 ）。

　 し か し，こ の 軸力を試験体 RC にか け て 水 平加

力 し た時に ，せ ん断破壌が 生 じなか っ たため ，

試験体 SRC1 及び試験体 SRC2 で は，軸力 を設計

時の 軸耐力比 に相当する値に引き上げて水平加

力を行 っ た 。 したが っ て，試験体 SRCI 及び試験

体 SRC2 の 軸力は，部材角 0（nd ．）の 時に ， 長期軸

力 比 0．14（1，1761CN）と し ， 部材角 1150（lad．）の 時に ，

保 有水 平 耐 力 時 の 1 階柱 に か か る 軸 力 比

o．41（3，
577kN）を最大お よび一〇．30（。9311eN）を最小

として ， 水平変形に 比例 して変動 させ た 。 さら

に ， 部材角 1！20（rad ．）時に破壊する よ うに ， 2 回

目の 正 負繰 り 返 し時に軸力 を最大軸力 で
一定 と

した 。

　 軸力は，水平荷重が OkN の 時に変更 し，水平

方向の 部材角 が ピーク に達 し，除荷後，水 平荷

重が om に戻るま で
一定 と した 。

　 加力用ジャ ッ キ は ， 水平方向に油圧式を 2 台，

鉛直方向にア クチ ュ エ ーターを 4 台設置 した。

水平方向の 2 台の 油圧式 ジ ャ ッ キ は，試験 体の

中間の 高 さに設置 され，電動ポ ン プ に よ り変形

が 同 じにな る よ うに制御 した 。 鉛直方向 の ア ク

｛ …
NQ

｝

醐
R

加 力梁 ．…1赫 1

膩

LTTド丁L 、試 験 体「’
篭

・ジ ヤヲキ

アクチュエ
ー
タ
ー アクチュ エーター

土台

反 力床

3

犀
゜

2
図

）
R

図一 4 　加 力装置の立面図

0

（1）水平力 の 履歴 図
保 有 水 平 耐 力 時
の 圧 縮軸力

長期軸

レ

保 有 水 平 耐 力 時

の 引張軸力

（2）変動軸力 の 履歴図

　　　　　 図一 5　 加力履歴図

チ ュ エ
ー

タ
ー 4 台は ， 試験体の 周囲に設置 され，

試験 体の 柱頭が 水平に なるよ うに ，更に ，軸力

が一定にな るよ うに ， 制御 した 。

　測定は ．
コ ン ク リ

ー
ト表面 の 変形 を計測す る

変位計お よび鉄 筋お よび鉄骨の 歪を計測す る歪

ゲージに よ り行 っ た 。

5． 実験結果

　各試験体の 水平荷重
一水平変形関係 を図一 6

に示 す 。

　試験体 3 体と も， 部材 角 1150（rad ．）まで軸力を

保持 した 。 試験体 RC は ， 芯鉄骨が無 くて も，軸

力比が小 さい ため，部材角 1！20（πad ．）まで 軸力を
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保持 した 。 試 験体 SRCI は ，芯鉄

骨 を内蔵す る こ と に よ り
， 最大軸

力 を 大 き く し て も ，部 材 角

1120（rad ．）ま で 軸力 を保 持 し た。し

か し，試験体 SRC2 は ，帯筋 を減

らした た め，部材角 1／20（rad ．）ま

では軸力を保持 で きなか っ た。

　以下 に ， 各試験体の 詳細な性状

を示す。

　（1）試験体 RC

　部材 角 1！133（rad．）に ， 柱頭お よ

び柱脚 の 危険断面 の 外側 にお い

て ， 主筋が降伏 し，部材角 11100
〜 1167（rad ．）に ， 中段 の 主筋が降伏

した 。 部材角 1／20（rad ．）ま で 軸力

を保持 し た 。

　部材角 1／20（rad ．）に は柱頭お よ

び柱脚 の コ ン ク リ
ー

トが 圧壊 し

たが ，斜めひ び割れ は進展 しなか

っ た。帯筋の歪 を 5 箇所で計測 し

たが，い ずれ も降伏 しな か っ た。

　（2）試験体 SRC1

　部材角 11133（rad ．）に，柱頭及び

柱脚 の 危険断面 の 外側 にお い て ，

主筋が 降伏 した。 芯鉄骨も降伏 し

た 。 部材角 1167（rad ．）に，中段 の

主筋が 降伏 し
。 部材角 1／33（rad ．）

に，帯筋の 歪 を計測 して い る 5 箇

所 の うち中段 の 3 箇所で ，帯筋が

降伏 し た。

〔
至）
回

鞄
時
曇

（
弖｝
膕

糎
降
蚤

2
ξ

曽
穆
訃

呉

　 　 　 　 水 平変形 （rm ）

　 　 　　試験 体RC

図
一6 （1）　水平 荷1 一水平 変形 関 係 　　 写真

一1 （1｝

　　　 試験体SRCl

図一6 （2）　 水平荷重一水平変形 関係　　写 真一1  

　 水 平変形 （贏 ｝

試験体SRC2

ひ び割 れ 状況 （試験体 RC）

ひ び麝れ状況 （試験体 SRCI）

図
一6 （3） 水 平荷 重一水 平 変形 関係 　　写 K − 1 （3）　 ひ び割れ 状 況 〔試 験体 S  2）

　部材 角 1120（rad ．）の 正負両側 の 水平加力 まで 軸

力 を保持 した 。 そ の た め ， 2 回 目 の 負側の 水平

加力時に，軸力を正側 と同 じ 3，577kN の まま水

平加力 した と こ ろ，軸力は保持 して い るが ，ほ

とん どの か ぶ り コ ン ク リ
ー

トが 剥落 した の で ，

加 力 を終 了 した 。 柱頭及 び柱脚の 危険断 面 で計

測 し た 芯鉄骨 の 歪 は ，最大で約 0．Olmmlmm 以下

と小 さか っ た 。

　（3）試験体 SRC2

　部材角 1〆133（rad．）に ，柱脚 の 危険断面 の 外側 に

おい て 、主筋が 降伏 した。芯鉄骨も降伏 した 。

　部材角 1！133〜1！100（rad ．）に，帯筋の 歪を計測

して い る 5箇所の うち 中段 の 3箇所で ，帯筋が

降伏 した 。

　部材角 IX20（rad ．）の 1 回 目 の 正 側の 水平加力時

に ，
コ ア

ー
コ ン ク リ

ー
トが 帯筋 を押 し広 げ，帯

筋端部 の 135
°

フ ッ クが 主 筋か らはず れ る こ と

に よ り，軸力 を保持 で きな くな っ たの で，加 力

を終了 した 。 なお ， 帯筋端部の 135
°

フ ッ クに は，

通 常 どお り， 余長 6d （d は ， 鉄 筋径）を確保 して
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表一8 （1）　終局強度の 計算値 との 比較 （圧縮軸 力時） 表一9　限界変形 の 計算値 との 比較

計 算値 実験 値 実験値！計算値 （圧縮軸力時）

試験体 QmuQ8u 』血 最大 耐力 計算値 実験値q叫 ロ血

／ 　 u

Q 脳 PP時 の

部材角 畆
Qexpσqsu，血

RC （改 正 前の 基

準に よ る試設計
818637O ，78 蛔 1151 L51

試験体
部材角

　Rumd
、

部材角

R8xp〔匸｝

函 ，
SR α （R（：に BH ・
125425 を 追加

8348130 ．971110 1167 1，37
RC〔改正 前の 基

準 に よ る試設計）
1！301120

SRC2（SRCI の フ
ー

プ 筋 を低減｝
8347290 ．87905 1！93 1．24

SRCI （RC に BH ・
125−125 を追加 ）

1！401 〆33

表一8 （2）　終局強度の 計算値との 比較（引 張軸力時）

SRC2 ‘SRCI の フー
プ 筋を低減

1μ71 〆67

計算値 実験値 実験値尉 算値

試 験体 QmQ 叫 2血 Q剛 ρ血

／Qmu
最大 耐力

Qex
Q騨 時の

部材角 rad 、 Qexp廿Q四 u

RC 〔改正前 の 基

準に よ る試設計
一80 一354445 覇 1！128 5．60

注 ）（1｝部材 角 Rexpは、耐力が最大耐力 の 8

　　　ま で低 下 した時 の 部材角 と した。

7， まとめ

　以 上 の 試設計 ， 実験に よ り，

下 の 知見が得 られ た。

SRC1 〔RC に BH ・
125−125を追加

一m6 一8137 ．67 ・779 1／99 7．∬
SRC2 ｛SRCI の フ

尸
フ
’
筋を低

一106 一7296 ．88 一6591 ！136 6，22

い た 。

　柱頭及び 柱脚 の 危険断面で 計測 し た芯鉄骨の

歪 は，最大 で約 O．Olmmlmm 以下 と小 さか っ た 。

6． 考察

　試 験体 の 最大 耐力 と限界変形 に つ い て ， 既往

の 研究 の 計算値 と比較 した。

　表一8 に ，最大耐力 とそ の 時の 部材角 と計算

値 との 比較 を示 す 。 圧縮軸力 時 の 最大耐 力に つ

い て は，実験値が ，せ ん 断終局強度の 計算値の

1．2〜15 倍程度大きな値 とな り ， 既 往 の 設計式 と

良 く対応 し た。引張軸力時の 最大耐力は ，曲げ

終 局強度の 計算値を大 き く上回 っ た 。

　表 一9 に ， 限界変形 の 計算値 と実験値 の 比 較

を示す。限界変形の 計算値 Ru は，曲げ破壊型 鉄

筋 コ ン ク リー ト造柱に関す る文献
4）
に よ り求め ，

そ の 時に用 い る コ ア コ ン ク リ
ー

トの 圧縮強度 fc

は文献
5）
に よ り増加 させ た 。

一 牆瓢 臘 鼎 場合，

　 η eq ： 軸力変動 を考慮 し た 鉛直荷重時 の コ ン

　　　　ク リー トの 軸力比
4）

　 表一9 より，試験体 RC お よび試験体 SRC1 で

は，限界変形 の 実験値が計算値 と良 く対応 し た

が，試験体 SRC2 で は ，実験値が計算値 を下回 っ

た。これは，試験体 SRC2 の コ ア コ ン ク リ
ー

トが

帯筋を押し広 げる こ とが原因 と考え られ る 。

（1）鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造柱 に芯鉄骨 を内蔵 させ

　　る こ とに より，水平変形能力を向上 させ る こ

　　とが出来る。

（2）芯 鉄 骨入 り鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト造柱 の 水平変

　 形能力お よび 軸力保持 能 力 の 向上 を図 るた

　　め に は 、十分 な帯鉄 筋を配置す る必要が ある 。
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